










 要旨:1、肥満とその合併症を主訴にして入院治療を行った症例は 67 例あり、入院前の平

均肥満度は 56.1±20.6%であった。入院 8 か月後の平均肥満度は 18.4±13.4%に低下し、

約 40%の肥満度減少がみられた。

 2、退院後長期に観察できた症例は 33 例で、退院後急激に肥満度が上昇する例:7 例、緩

徐に肥満度が上昇する例: 17 例、ほは退院時の肥満度を保つ例: 9 例で、それぞれ 21%、

52%、27%であった。

3、緩徐に肥満度が上昇する例は、繰り返し指導が必要であったが、合併症を再燃させる

ことはなかった。


